
























































で行われる。教育工学 (educational technology) のー領域の実践的研
究として行われている授業の設計や授業改造の試み〈端野(1976) 、







































































































































































定されている。 Richards and Rodgers (1986 : 72) はコミュニカティ
ブ・ランゲージ・ティーチングの背後には、 (1) コミュニケーションの
原理、 (2) タスクの原理、 (3)有意味の原理の3つの仮定があると述べて

























































































3. Richards (1990 : 87-99) 、 Day (1 990) などはその数少ない例
である。
4. 5つの仮説及び4つの関連仮説の内容は以下の通り。












仮 説 2 学習者が毘標言語の社会の中で人に対処する場合に必
要と恩われるさまざまな機能(普遍的なさまざまなタスク〉を主義行
するような練習の機会を与える。
仮 説 3 プロフィシェンシー重視のアプローチでは、コースの
初めから言語的な正確さの発達に留意する。






仮 説 5 学習者が目標言語の社会で円滑に生活できるように、
さまざまな方法で文化的な理解を促進する。
( O'Maggio 1986: 44-53 ) 
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